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広報平成18年５月号

たくさんのご参加をお待ちしております。

6月4日(日)に開催！
第50回町民体育祭

　
４
月
20
日
、
平
成
18
年
度
町
内
会

長
会
議
が
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
土
橋
町
長
が
あ
い
さ
つ
、

行
政
報
告
を
述
べ
、
次
に
本
町
の
平

成
18
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
計
画
「
八

郎
潟
町
総
合
振
興
第
五
次
基
本
構
想
」

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
か
ら
町
内
会
に
対
し

て
の
協
力
依
頼
、
連
絡
事
項
を
各
担

当
課
長
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
会
か
ら
は
、
４
月
か
ら
ご
み

の
分
別
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
や
要
望
、
提
言
が
だ

さ
れ
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

　
町
か
ら
町
内
会
に
対
し
て

の
協
力
依
頼
・
連
絡
事
項

◎
総
務
課

○
総
務
班

・
新
た
な
町
の
行
政
組
織
に
つ
い
て

・
八
郎
湖
岸
の
桜
植
樹
箇
所
の
管
理

に
つ
い
て
（
６
月
18
日
開
催
）

・
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に

つ
い
て
（
９
月
30
日
開
催
）

・
町
勢
要
覧
の
発
行
（
全
戸
配
布
）

○
税
務
班

・
町
税
、
国
保
税
の
年
度
内
及
び
納

期
内
の
完
納
推
進
に
つ
い
て

・「
町
税
ほ
か
収
納
特
別
対
策
本
部
」

の
設
置
に
よ
る
役
場
全
職
員
体

制
に
つ
い
て

◎
町
民
福
祉
課

○
町
民
生
活
班

・
ア
メ
シ
ロ
防
除
に
つ
い
て

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
４
日
開
催
）

・
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

・
資
源
ご
み
還
元
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
規
）

○
保
健
医
療
班

・
保
健
委
員
活
動
に
つ
い
て

・
早
朝
総
合
健
診
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
５
月
16
日
〜
31
日
）

◎
産
業
建
設
課

○
産
業
振
興
班

・
湖
東
３
町
商
工
会
共
通
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て

○
下
水
道
班

・
今
年
度
下
水
道
工
事
予
定
地
区
│

岡
本
下
台
地
区
ほ
か

・
下
水
道
使
用
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

◎
教
育
課

○
国
体
班

・
第
50
回
町
民
体
育
祭
へ
の
参
加

と
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
６
月
４
日
開
催
）

・
県
民
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
７
月
８
日
〜
９
日
）

・
秋
田
わ
か
杉
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
（
11
月
２
日
〜
５
日
）

平
成
18
年
度
町
内
会
長
会
議

平
成
18
年
度
町
内
会
長
会
議

〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

第50回町民体育祭
6月4日(日)に開催！

たくさんのご参加をお待ちしております。

町制施行50周年記念事業

質問を行う町内会長の皆さん

◆意見交換の主な内容
各町内会長から出された主な質問、意見は次のとおりです。

Ｑ　ゴミ袋への氏名の記載について
Ａ　広域のごみの焼却炉が平成20年４月に稼働予定に伴い、馴れてもらうため
に今年度から実施しました。

Ｑ　ゴミの集積所に分別方法の記載について
Ａ　分別方法の掲示物を作成します。
Ｑ　各町内会の非常災害時の連絡体制や避難場所について
Ａ　現在作成していないが、防災計画の早めの見直しを予定しております。
Ｑ　町内会の資料を役場で印刷させてほしい。
Ａ　町内会のものであれば使用することができます。料金については、今後統
一した基準を作成します。

Ｑ　町道中央線の安全地帯について
Ａ　町と五城目署と町内会の皆さんと立ち会って検討いたします。
Ｑ　集落営農について指導をお願いしたい。
Ａ　集落営農について、ご指導しながら地域の意見を取り入れてまいります。
Ｑ　排雪場所の荒れていることについて
Ａ　排雪場所について早急に対処してまいります。
Ｑ　大潟村までのアクセス道の計画について
Ａ　アクセス道の計画については、前々からの念願であり毎年県に要望しております。
Ｑ　収納特別対策本部の対応について
Ａ　職員が班編成を組んで日中及び夜間に頻繁に出向いて納入をお願いして
います。じっくりと相談しながら対処してまいります。

　以上のように、町としても早急な対応を行ってまいりますので、町民の皆さ
んのご協力をお願いします。

〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

平
成
18
年
度
町
内
会
長
会
議
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”
町
の
ゴ
ミ
収
集
・
分
別
“
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
か
ら

”
町
の
ゴ
ミ
収
集
・
分
別
“
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
か
ら

◆
ゴ
ミ
袋
に
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ゴ
ミ
袋
を
購
入
し
た
ら
氏
名
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
燃
え
る

ご
み
に
区
分
が
変
更
さ
れ
ま
し

た　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

の
容
器
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
イ
等
）

を
燃
え
る
ご
み
に
変
更
し
ま
し
た
。

○
資
源
ご
み
の
中
身
の
分
別
の
徹

底
を

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
、
金
属
類
、

か
ん
類
の
４
種
類
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
属
類
、
か
ん
類
は

４
月
よ
り
袋
の
ま
ま
業
者
に
引
き
取
り
さ

れ
ま
す
の
で
、
他
の
ご
み
と
混
入
し
な
い

よ
う
に
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
注
意
事
項

・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
（
キ
ャ
ッ
プ
は

燃
え
る
ご
み
）
中
を
す
す
ぎ
、
容
積
を
小

さ
く
な
る
よ
う
に
つ
ぶ
し
て
出
す
。
ま
た

ラ
ベ
ル
を
は
が
す
こ
と
。

◆
か
ん
類
の
注
意
事
項

・
ス
チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
し
て
出

し
て
も
よ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
び
ん
類
の
注
意
事
項

・
有
益
び
ん
（
酒
等
の
一
升
び
ん
・
ビ
ー

ル
び
ん
）
は
商
店
又
は
取
扱
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
資
源
ご

み
と
し
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
割
れ

た
び
ん
は
燃
え
な
い
ご
み
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
資
源
ご
み
回
収
日（
毎
月
）

◎
第
１
水
曜
日
（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
）

◎
第
３
水
曜
日
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
等
）

○
燃
え
る
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
ま
し
ょ
う

　
可
燃
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。燃
え
る
ご
み
の
重
さ
は
60
％
水
分
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課

　
町
民
生
活
班

　
1
８
７
５
―
５
８
０
６

八郎湖周辺清掃事務組合が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧のお知らせ

◎施設の設置場所� 男鹿市松木沢字板引沢台地内

◎施設の種類� 一般廃棄物処理施設（熱回収施設、リサイクル施設）

◎施設の名称� （仮称）八郎湖周辺清掃事務組合熱回収施設（リサイクルセンター施設含む）

◎縦覧期間　

◎縦覧場所� 八郎湖周辺清掃事務組合事務所（男鹿市役所若美庁舎２階）

◎意見書の提出� 利害関係者は、生活環境の保全上の見地からの意見書を提出することができます

◎提出期間� ５月15日（月）～６月28日（水）

◎お問い合わせ� 八郎湖周辺清掃事務組合（10185－22－7211）

燃やせるごみ、燃やせないごみ、粗大ごみ、資源化物◎施設において処理する一般
　廃棄物の種類

◎施設の能力
（仮称）熱回収施設　60トン／24時間（30トン／24時間×２炉）
（仮称）リサイクルセンター施設　15トン／５時間

◎調査内容
大気質、騒音、交通量、振動、悪臭の項目について、周辺地域の生活環境に及ぼす
影響について調査したもの
５月15日（月）～６月14日（水）
午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

◆
ゴ
ミ
袋
に
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ゴ
ミ
袋
を
購
入
し
た
ら
氏
名
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
燃
え
る

ご
み
に
区
分
が
変
更
さ
れ
ま
し

た　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

の
容
器
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
イ
等
）

を
燃
え
る
ご
み
に
変
更
し
ま
し
た
。

○
資
源
ご
み
の
中
身
の
分
別
の
徹

底
を

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
類
、
金
属
類
、

か
ん
類
の
４
種
類
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
属
類
、
か
ん
類
は

４
月
よ
り
袋
の
ま
ま
業
者
に
引
き
取
り
さ

れ
ま
す
の
で
、
他
の
ご
み
と
混
入
し
な
い

よ
う
に
分
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
注
意
事
項

・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
（
キ
ャ
ッ
プ
は

燃
え
る
ご
み
）
中
を
す
す
ぎ
、
容
積
を
小

さ
く
な
る
よ
う
に
つ
ぶ
し
て
出
す
。
ま
た

ラ
ベ
ル
を
は
が
す
こ
と
。

◆
か
ん
類
の
注
意
事
項

・
ス
チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
し
て
出

し
て
も
よ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
分
別
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
３
月
に
配
布
さ
れ
た
「
ご
み
処
理
一
覧

表
」
で
確
認
し
な
が
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
か
ら

”
町
の
ゴ
ミ
収
集
・
分
別
“
が
変
わ
り
ま
し
た

◆
び
ん
類
の
注
意
事
項

・
有
益
び
ん
（
酒
等
の
一
升
び
ん
・
ビ
ー

ル
び
ん
）
は
商
店
又
は
取
扱
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
資
源
ご

み
と
し
て
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
割
れ

た
び
ん
は
燃
え
な
い
ご
み
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
資
源
ご
み
回
収
日（
毎
月
）

◎
第
１
水
曜
日
（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
）

◎
第
３
水
曜
日
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル

ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
等
）

○
燃
え
る
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
ま
し
ょ
う

　
可
燃
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。燃
え
る
ご
み
の
重
さ
は
60
％
水
分
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
福
祉
課

　
町
民
生
活
班

　
1
８
７
５
―
５
８
０
６
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
て
れ
び
こ
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
本
町
が
生
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

本
町
が
２
年
連
続
で
無
火
災
達
成
、県
知
事
表
彰

本
町
が
２
年
連
続
で
無
火
災
達
成
、県
知
事
表
彰

み
ん
な
で
交
通
安
全

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
て
れ
び
こ
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
本
町
が
生
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
12
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
て
れ
び
こ
ま
ち
」

に
お
い
て
、
午
後
５
時
15
分
頃
か
ら
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
よ
り
生
放
送
が
行
わ
れ
、
本
町
の
願
人
踊
、

お
お
み
ち
ガ
レ
ー
ジ
通
り
、
八
郎
潟
大
道
演
芸
倶
楽
部

の
皆
さ
ん
か
ら
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

年
は
町
が
50
周
年
と
い
う
こ
と
で
八
郎
潟
大
道
演
芸
倶

楽
部
の
皆
さ
ん
か
ら
は
南
京
玉
す
だ
れ
の
替
歌
で
、
町

の
歌
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
の
午
後
６
時
40
分
頃
か
ら
は
、
こ
の
度

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
「
一
日
市
盆
踊
り
」

も
生
放
送
さ
れ
、
県
内
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
演
者
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
春
の
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６

日
〜
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
全
国
で
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
町
で
は
運
動
期
間
初
日
の
６
日
、
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊
、
民
生
児
童
委
員
、
小
・

中
学
校
の
先
生
、
警
察
署
員
の
方
々
に
よ
る
街
頭
指
導

が
行
わ
れ
、
通
学
路
で
の
交
通
指
導
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
り
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
交
通
安

全
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
３
月
27
日
、
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
で
開
催
さ

れ
た
平
成
17
年
度
消
防
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
、
平
成
17
年
無
火
災
を
達
成
し
た
こ
と
に
よ

り
八
郎
潟
町
が
秋
田
県
知
事
表
彰
を
、
八
郎
潟

町
消
防
団
が
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
を
そ
れ

ぞ
れ
受
け
ま
し
た
。

　
本
町
の
無
火
災
は
昨
年
に
引
き
続
き
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
２
日
か

ら
９
日
ま
で
行
わ
れ
、
春
の
火
災
予
防
運
動
初

日
と
な
る
４
月
２
日
、
八
郎
潟
町
消
防
団
に
よ

る
毎
年
恒
例
の
駆
付
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
２
時
、
全
町
に
訓
練
火
災
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
響
く
と
と
も
に
、
各
分
団
の
消
防
車
が

次
々
と
火
災
想
定
現
場
（
13
区
伊
藤
吉
雄
宅
付

近
）
へ
到
着
、
迅
速
な
ポ
ン
プ
操
作
・
ホ
ー
ス

運
び
が
行
わ
れ
、
消
火
任
務
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
は
ロ
ー
ソ
ン
大
道
店
か
ら
役
場

前
ま
で
各
分
団
ご
と
に
分
列
行
進
し
、
そ
の
後

役
場
駐
車
場
で
今
後
の
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

　
春
は
乾
燥
し
や
す
く
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
で
す
。
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
日
頃
の
訓
練
を
怠
ら
な
い
消
防
団
の
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
意
味
で
も
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
し
て
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

本
番
さ
な
が
ら
機
敏
に
駆
付
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
春
の
火
災
予
防
運
動
〜

本
町
が
２
年
連
続
で
無
火
災
達
成
、県
知
事
表
彰

〜
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
〜

み
ん
な
で
交
通
安
全

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
「
て
れ
び
こ
ま
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
本
町
が
生
放
送
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

▲無火災表彰を受ける土橋町長

▲朝の交通安全指導▲リハーサル風景

▲駆付訓練の様子
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全 

町 

清 

掃 

デ 

ー

全 

町 

清 

掃 

デ 

ー

全 

町 

清 

掃 

デ 

ー

商
工
会
女
性
部
と
南
秋
つ

く
し
苑
通
所
者
が
商
店
街

に
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
４
月
22
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
18
年
度
八
郎

潟
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
団
員
は
８

団
体
１
７
０
名
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
本
部
長
で
あ
る
野
村

教
育
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
団
旗
の
授
与
、
指
導
者
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
小
学
校
の
播
摩
校
長
よ

り
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
団
員
を
代
表
し
て
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
菊
地
愛

惟
さ
ん
が
力
強
い
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
、
参
加
し
た
団
員
の
皆
さ
ん
は
一

段
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
、
平
成
18
年
度
戦
没
者

追
悼
式
が
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
拝
礼
、
君
が
代
を
斉
唱

し
た
後
、
戦
没
者
１
９
８
名
の
英
霊

が
紹
介
さ
れ
、
亡
き
家
族
を
惜
し
み

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
八
郎
潟
町
長
に
よ
る
式
辞
、

県
知
事
代
理
、
町
議
会
議
長
に
よ
る

追
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
遺

族
を
代
表
し
て
藤
井
正
八
さ
ん
が
、

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
４
月
19
日
、
商
工
会
女
性
部
の
事

業
に
お
い
て
、
知
的
障
害
者
通
所
施

設
「
南
秋
つ
く
し
苑
」
の
利
用
者
、

職
員
、
商
工
会
女
性
部
な
ど
約
40
名

が
一
日
市
十
字
路
か
ら
一
日
市
上
町

ま
で
の
商
店
街
の
花
壇
に
、
パ
ン
ジ
ー

や
金
魚
草
な
ど
を
植
栽
す
る
労
力
奉

仕
を
行
い
ま
し
た
。

　
奉
仕
作
業
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

商
工
女
性
部
な
ど
の
指
導
の
も
と
植

え
付
け
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　
４
月
９
日
、
「
あ
き
た
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
サ
ン
デ
ー
」
に
よ
る
全
町
清
掃

が
各
町
内
会
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
午

前
５
時
頃
か
ら
作
業
が
始
ま
り
、
各

自
持
参
し
た
ス
コ
ッ
プ
や
鍬
な
ど
で

溜
ま
っ
た
側
溝
の
泥
上
げ
、
ま
た
道

路
脇
の
雑
草
な
ど
を
き
れ
い
に
取
り

除
き
ま
し
た
。

　
町
内
に
よ
っ
て
は
、
側
溝
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
蓋
が
付
い
て
い
る
場
所
も

あ
り
、
重
い
蓋
の
取
り
外
し
に
一
苦

労
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
泥
上
げ
と
同
時
に
、
道
路

脇
に
散
乱
し
て
い
る
空
き
カ
ン
、
空

き
ビ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
も
丁
寧
に

拾
い
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て

街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
す
る
意
欲

溢
れ
る
清
掃
だ
け
に
、
作
業
終
了
後

に
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
桜
咲
く
季
節
と
は
い
え
、

ま
だ
肌
寒
い
早
朝
か
ら
の
清
掃
作
業
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

全 

町 

清 

掃 

デ 

ー

〜
一
致
団
結
し
、
全
町
は
ピ
カ
ピ
カ
〜

商
工
会
女
性
部
と
南
秋
つ

く
し
苑
通
所
者
が
商
店
街

に
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

戦
没
者
追
悼
式
　
〜
尊
い
犠
牲
者
を
慰
霊
〜

平
成
18
年
度

八
郎
潟
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

▲清掃作業を行う町内会の皆さん

▲商店街で花植えを行う通所者と商工会女性部の皆さん

▲追悼式の様子▲結団式の様子

商
工
会
女
性
部
と
南
秋
つ

く
し
苑
通
所
者
が
商
店
街

に
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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平
成
18
年
度 

八
郎
潟
町
職
員
配
置

　
平
成
18
年
４
月
１
日
付
で
、
町

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
現
在
の
職
員
の
配
置
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
議
会
事
務
局
】

◎
事
務
局
長
　
　
小
　
野
　
和
　
憲

主
　
　
任
　
　
　
千
　
田
　
成
　
子

【
総
務
課
】

◎
総
務
課
長
　
　
松
　
田
　
義
　
紀

○
総
務
班

課
長
補
佐
兼
総
務
班
長

　
　
　
　
　
　
　
干
　
田
　
　
　
清

主
　
　
任
　
　
　
鎌
　
田
　
憲
　
明

主
　
　
任
　
　
　
渡
　
部
　
美
喜
子

主
　
　
事
　
　
　
伊
　
藤
　
朱
　
鹿

主
　
　
事
　
　
　
伊
　
藤
　
洋
　
平

○
企
画
財
政
班

主
幹
兼
企
画
財
政
班
長
兼
税
務
班
長

　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
則

課
長
補
佐
　
　
　
三
　
戸
　
義
　
雄

係
　
　
長
　
　
　
一
ノ
関
　
一
　
人

主
　
　
任
　
　
　
渡
　
部
　
祐
一
郎

主
　
　
事
　
　
　
石
　
井
　
光
　
輝

○
税
務
班

課
長
補
佐
　
　
　
小
　
野
　
美
　
和

課
長
補
佐
　
　
　
田
　
中
　
敏
　
裕

係
　
　
長
　
　
　
伊
　
藤
　
康
　
文

係
　
　
長
　
　
　
村
　
井
　
秀
　
竹

主
　
　
事
　
　
　
工
　
藤
　
洋
　
平

○
会
計
班

主
幹
兼
会
計
班
長

　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
　
　
満

係
　
　
長
　
　
　
千
　
田
　
浩
　
美

主
　
　
任
　
　
　
畠
　
山
　
孝
　
直

　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
班
兼
務
）

事
務
補
助
　
　
　
本
　
間
　
勝
　
子

清
掃
人（
庁
舎
内
）渡
　
部
　
博
　
子

管
理
人（
創
作
館
）松
　
橋
　
美
季
子

【
町
民
福
祉
課
】

◎
町
民
福
祉
課
長 

佐
　
藤
　
　
　
俊

○
町
民
生
活
班

主
幹
兼
町
民
生
活
班
長
兼
福
祉
介
護
班
長

　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
運
　
一

課
長
補
佐
　
　
　
鷲
　
谷
　
則
　
枝

課
長
補
佐
　
　
　
渡
　
部
　
広
　
保

係
　
　
長
　
　
　
渡
　
部
　
郁
　
子

係
　
　
長
　
　
　
斉
　
藤
　
嘉
　
生

主
　
　
任
　
　
　
澤
田
石
　
考
　
一

○
保
健
医
療
班

課
長
補
佐
兼
保
健
医
療
班
長

　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
則
　
彦

課
長
補
佐
　
　
　
青
　
柳
　
恵
　
子

係
　
　
長
　
　
　
土
　
橋
　
テ
ツ
子

係
　
　
長
　
　
　
舘
　
岡
　
幸
　
一

主
　
　
任
　
　
　
渋
　
谷
　
貴
　
子

○
福
祉
介
護
班

課
長
補
佐
　
　
　
千
　
田
　
貞
　
子

課
長
補
佐
　
　
　
吉
　
田
　
悦
　
子

係
　
　
長
　
　
　
落
　
合
　
　
　
智

係
　
　
長
　
　
　
小
　
野
　
良
　
幸

係
　
　
長
　
　
　
相
　
澤
　
重
　
則

主
　
　
事
　
　
　
齋
　
藤
　
麻
　
里

管
理
人
（
学
童
保
育
員
）

　
　
　
　
　
石
井
順
子
、
山
田
悦
子

　
　
　
　
　
村
井
一
美
、
小
野
綾
子

管
理
人
（
中
央
児
童
館
）

　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
優
　
子

管
理
人

　
（
寿
山
荘
、
弁
天
荘
施
設
巡
回
）

伊
藤
順
子
、
小
玉
昇
子
、
宮
田
鋭
子

バ
ス
運
転
手
　
　
工
　
藤
　
正
　
悦

管
理
人
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
小
野
久
長
、
山
田
岩
夫

清
掃
人
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
む
つ
子

【
産
業
建
設
課
】

◎
産
業
建
設
課
長
（
水
道
課
長
兼
務
）

　
　
　
　
　
　
　
村
　
井
　
和
　
雄

○
産
業
振
興
班

課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
班
長
　

　
　
　
　
　
　
　
石
　
井
　
清
　
人

係
　
　
長
　
　
　
金
　
　
　
洋
　
子

係
　
　
長
　
　
　
加
　
藤
　
貞
　
憲

係
　
　
長
　
　
　
渡
　
部
　
幸
　
喜

主
　
　
事
　
　
　
小
　
玉
　
直
　
人

○
建
設
班

課
長
補
佐
兼
建
設
班
長
　

　
　
　
　
　
　
　
土
　
橋
　
駒
　
喜

課
長
補
佐
　
　
　
吉
　
田
　
久
　
壽

主
　
　
任
　
　
　
小
　
玉
　
英
　
子

○
下
水
道
班

主
幹
兼
下
水
道
班
長
兼
上
水
道
班
長

　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
博
　
光

係
　
　
長
　
　
　
渡
　
部
　
博
　
英

　
　
　
　
　
　
（
上
水
道
班
兼
務
）

係
　
　
長
　
　
　
加
　
藤
　
恒
　
貴

　
　
　
　
　
　
（
上
水
道
班
兼
務
）

管
理
人
（
八
郎
潟
展
示
館
）

　
　
　
　
　
伊
藤
幸
子
、
金
　
啓
子

【
水
道
課
】

○
上
水
道
班

課
長
補
佐
　
　
　
北
　
嶋
　
亮
　
平

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
班
兼
務
）

係
　
　
長
　
　
　
加
　
藤
　
　
　
宏

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
班
兼
務
）

主
　
　
事
　
　
　
一
ノ
関
　
朝
　
幸

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
班
兼
務
）

管
理
人
（
八
郎
潟
町
浄
水
場
）

　
　
　
　
　
弦
巻
　
崇
、
近
藤
孝
吉

　
　
　
　
　
石
井
幸
雄
、
土
橋
　
武

【
教
育
課
】

教
育
課
長
　
　
　
村
　
井
　
桂
三
郎

○
学
校
教
育
班

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
班
長

　
　
　
　
　
　
　
草
　
階
　
清
　
巳

係
　
　
長
　
　
　
村
　
井
　
健
　
一

〇
生
涯
学
習
班
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
班
長
　

　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
政
　
子

係
　
　
長
　
　
　
小
　
　
　
鉄
　
秀

○
国
体
班（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
会
館
）

主
幹
兼
国
体
班
長

　
　
　
　
　
　
　
藤
　
井
　
　
　
栄

係
　
　
長
　
　
　
鳴
　
海
　
一
　
元

主
　
　
任
　
　
　
松
　
田
　
正
　
紀

主
　
　
任
　
　
　
伊
　
藤
　
禎
　
倫

公
民
館
長
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
北
　
嶋
　
雄
　
一

社
教
指
導
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
和
　
紀

管
理
人
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
齊
藤
喜
代
美
、
伊
藤
武
彦

管
理
人
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
会
館
）

　
　
　
　
　
小
林
正
志
、
伊
藤
孝
雄

　
　
　
　
　
奈
良
丈
顕
、
小
玉
義
次

清
掃
人
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
村
田
栄
美
子
、
細
谷
ま
き

【
八
郎
潟
幼
稚
園
】

園
長
（
教
育
長
）
野
　
村
　
勇
　
一

課
長
補
佐（
教
頭
）草
　
階
　
ト
ヨ
子

課
長
補
佐
（
教
務
主
任
）

　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
壽
　
子

主
任
（
教
諭
）
　
鎌
　
田
　
亜
希
子

主
事
（
教
諭
）
　
遠
　
藤
　
真
　
樹

主
事
（
教
諭
）
　
伊
　
藤
　
良
　
子

主
事
（
教
諭
）
　
北
　
嶋
　
淑
　
子

事
務
補
助
　
　
　
山
　
内
　
真
理
子

バ
ス
運
転
手
　
　
土
濃
塚
　
宏
　
幸

バ
ス
添
乗
員
　
　
三
　
戸
　
あ
け
み

【
八
郎
潟
小
学
校
】

調
理
士
　
　
　
　
三
　
戸
　
貞
　
子

調
理
士
　
　
　
　
草
　
階
　
ル
リ
子

調
理
士
　
　
　
　
佐
　
藤
　
智
　
子

調
理
士
　
　
　
　
桜
　
庭
　
理
智
子

調
理
士
　
　
　
　
畠
　
山
　
真
由
美

事
務
補
助
　
　
　
安
　
田
　
由
紀
子

管
理
人
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
清

【
八
郎
潟
中
学
校
】

事
務
補
助
　
　
　
工
　
藤
　
美
和
子

管
理
人
　
　
　
　
一
　
関
　
昭
　
雄

　
　
　

◆
役
場
各
班
の
主
な
仕
事
内
容

　
機
構
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
各
班
の
主
な
仕
事
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総
務
課（
１
階
）】

◎
総
務
班

・
儀
式
及
び
表
彰
に
関
す
る
こ
と

・
行
政
相
談
員
及
び
人
権
擁
護
委
員

　
に
関
す
る
こ
と

・
業
者
指
名
審
査
に
関
す
る
こ
と

・
広
報
及
び
公
聴
活
動
に
関
す
る
こ
と

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
こ
と

・
選
挙
管
理
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

◎
企
画
財
政
班

・
町
の
総
合
発
展
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
行
政
区
及
び
町
内
会
に
関
す
る
こ
と

・
指
定
統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と

・
自
立
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
に
関
す
る
こ
と

・
地
方
交
付
税
に
関
す
る
こ
と

・
町
の
配
置
分
合
、
境
界
変
更
に
関

　
す
る
こ
と

・
普
通
財
産
に
関
す
る
こ
と

・
駅
前
駐
車
場
に
関
す
る
こ
と

・
高
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

　
関
す
る
こ
と

・
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す
る
こ
と

◎
税
務
班

・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

　
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す

　
る
こ
と

・
税
の
証
明
書
等
に
関
す
る
こ
と

【
町
民
福
祉
課（
１
階
）】

◎
町
民
生
活
班

・
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

・
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
、
水
防
及
び
そ
の
他
の
防
災

　
に
関
す
る
こ
と

・
防
犯
指
導
に
関
す
る
こ
と

・
交
通
指
導
隊
に
関
す
る
こ
と

・
防
災
行
政
無
線
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
保
護
に
関
す
る
こ
と

・
公
害
等
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と

・
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
に
関
す
る

　
こ
と

・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
こ
と

◎
福
祉
介
護
班

・
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と

・
高
齢
者
福
祉
、
ひ
と
り
親
家
庭
及

　
び
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と

・
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

・
保
育
所
に
関
す
る
こ
と

・
学
童
保
育
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関
す

　
る
こ
と

◎
保
健
医
療
班

・
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
老
人
保
健
（
医
療
）
に
関
す
る
こ
と

・
福
祉
医
療
費
に
関
す
る
こ
と

◎
保
健
医
療
班
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

・
保
健
衛
生
及
び
保
健
活
動
に
関
す

　
る
こ
と

・
健
康
相
談
・
教
育
及
び
訪
問
指
導

　
に
関
す
る
こ
と

【
議
会
事
務
局（
２
階
）
】

・
議
会
に
関
す
る
こ
と

・
監
査
委
員
に
関
す
る
こ
と

【
産
業
建
設
課（
３
階
）】

◎
産
業
振
興
班

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
に
関
す
る
こ
と

・
米
の
需
給
調
達
等
に
関
す
る
こ
と

・
病
害
虫
防
除
に
関
す
る
こ
と

・
土
地
改
良
諸
団
体
に
関
す
る
こ
と

・
農
地
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に
関

　
す
る
こ
と

・
農
業
構
造
改
善
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
治
山
治
水
及
び
砂
防
に
関
す
る
こ
と

・
農
業
農
村
整
備
に
関
す
る
こ
と

・
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
観
光
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
計
量
器
に
関
す
る
こ
と

◎
建
設
班

・
道
路
、
橋
梁
、
河
川
等
の
新
設
及

　
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
町
道
の
認
定
及
び
変
更
並
び
に
廃

　
止
に
関
す
る
こ
と

・
街
灯
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

・
冬
期
交
通
の
確
保
に
関
す
る
こ
と

・
町
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と

・
都
市
計
画
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
建
築
確
認
申
請
に
関
す
る
こ
と

◎
下
水
道
班

・
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

　
　
（
農
業
集
落
排
水
施
設
含
む
）

・
下
水
道
水
洗
化
普
及
に
関
す
る
こ
と

・
公
共
下
水
道
建
設
に
関
す
る
こ
と

【
水
道
課（
３
階
）】

◎
上
水
道
班

・
上
水
道
に
関
す
る
こ
と

【
教
育
課
】

◎
学
校
教
育
班
（
３
階
）

・
学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

・
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

◎
生
涯
学
習
班
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）

・
生
涯
教
育
に
関
す
る
こ
と

◎
国
体
班
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
会
館
）

・
国
体
に
関
す
る
こ
と

・
社
会
体
育
に
関
す
る
こ
と

町　長
土橋多喜夫

助　役（収入役）
岡　　道雄

教育長（幼稚園長）
野村　勇一

平
成
18
年
度 

八
郎
潟
町
職
員
配
置

平
成
18
年
度 

八
郎
潟
町
職
員
配
置
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20 14 11

10

12

9

7

22

65

8

4321

21 18 17

1619 15 13

21

21 22

21

21

（12:00）（13:00）

（13:00）

（９:00） （10:00）

（14:00）

（12:00）

（16:00）

（12:00）（13:00）

（10:20）

（15:00） （16:00）

（９:00）

（９:00）

（16:00）

５５

６
月
か
ら

下
水
道
料
金
、集
落
排
水

使
用
料
金
が

引
き
上
げ
さ
れ
ま
す

平成18年４月から児童手当が小学校６年生まで拡大されました

願人踊、秋田音頭

５月５日

スタート→　

一日市願人踊　神　社　㈮　㉀

㉂　㈷　㈯　㈮　㈭　㈬　㈲

　㈴　㈶　㈻　○　㈰　㈪　㈫

㈬　　　　　　　　　　　　

スタート→　

子ども願人踊　神　社　㈭　㈬

㈫　㈪　㈰　○　㈻　㈲　○

㈮　㈯　㉀　㈷　㉂　㉃　㈱

　㈳　㈶　㈴　㈬　　　　　　

スタート→　

秋田音頭牽き山車　商工会八郎潟事務所

㈬　㈭　㈮　㈯　㉂　㉀　㈯

㈮　㈾　㈴　㈲　㈻　㈶　○

㈰　○　㈻　㈫　㈪　㈫　㈬

コース予定願人踊・秋田音頭町内巡演御案内

をお楽しみください

至
農
免

南秋つくし苑
■

■商店

至大潟

■役場

ＪＲ八郎潟駅

国道７号

奥羽本線

諏訪神社

卍清源寺

馬場目川
壁画

■防災センター

■

商工会

■石材店

■

酒
店

■寿
し
店

至
能
代

至能代至秋田

■
郵
便
局

■
薬
局

靴
店
■

　
６
月
の
口
座
の
引
き
落
と
し
か
ら

料
金
の
改
正
に
よ
り
、
下
水
道
料
金
、

集
落
排
水
使
用
料
金
が
引
き
上
げ
さ

れ
、
水
道
料
金
と
同
一
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
料
金
、
集
落
排
水
使
用
料

金
は
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、下
水
道
料
金
、集
落
排
水
使

用
料
金
の
納
付
日
及
び
口
座
引
き
落

と
し
日
は
毎
月
15
日
に
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○平成18年度に小学校５・６年生の児童がいる保護者の皆様（平
成６年４月２日～平成８年４月１日生まれ）
　これまで児童手当を受給していない保護者の方は認定請求、
児童手当を受給していた保護者の方は額改定認定請求の手続き
が必要となります。

　平成18年４月から、児童手当制度が拡充されま

した。

　支給対象年齢が、これまでの３年生（９歳到達

後最初の年度末）までから、小学校第６学年修了

前（12歳到達後最初の年度末）までに拡大され、所

得制限も緩和されました。

　新たに、児童手当等を受けようとする児童の保

護者の皆さんについては、役場町民福祉課福祉介

護班（公務員の方は勤務先）で、認定請求等の手続

きが必要となります。

　なお、改正に伴う新規請求等は、法施行日より、

平成18年９月30日まで受付したものに限り、特例

的に４月１日（または支給要件該当した日）にさ

かのぼって支給されます。

なお、請求書のほか、認定に必要な添付書類は、

・健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金等加入者の場合）

・所得証明書（平成17年１月１日に八郎潟町に住所がなかった場合）

などとなっています。

（注）所得が一定額以上の場合、児童手当等が支給されない場合があ

ります。

　◎問い合わせ先　役場町民福祉課福祉介護班　1875－5808

○平成18年度に小学校４年生の児童がいる保護者の皆様（平成
８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）
　当該児童に係る児童手当等を受給していた保護者の方は、特
段の手続きはありません。（児童手当等は４月以降も引き続き支
給されます）

をお楽しみください

　
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
は
、
恒
例
の
一
日
市
神
社
祭
典
で
す
。
秋
田
県
無
形

民
俗
文
化
財
の
一
日
市
願
人
踊
が
練
り
歩
き
、
秋
田
音
頭
の
牽
き
山
車
が
町
内

を
回
り
ま
す
。

　
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
一
直
踊
り
と
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
の
一
日
市
願
人
踊
、
優
雅
で

美
し
い
秋
田
音
頭
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月　日は

願人踊、秋田音頭

６
月
か
ら

下
水
道
料
金
、集
落
排
水

使
用
料
金
が

引
き
上
げ
さ
れ
ま
す

平成18年４月から児童手当が小学校６年生まで拡大されました

汚 水 量

基本汚水量
　５Kまで�750円

６K以上
　１Kあたり�150円

11K以上
（従量制）
１Kあたり

改正前（平成18年４月～５月） 改正後（平成18年６月から）

10Kまで

11～20Kまで

21～30Kまで

31～40Kまで

41～50Kまで

51K以上

850円

120円

130円

140円

150円

160円

汚 水 量 従 量 制 額

願人踊・秋田音頭町内巡演御案内
地
図
の
番
号
を
右
の
コ
ー
ス
予
定
の
番
号
順
に
な
ぞ
る
と
、

そ
の
コ
ー
ス
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

５５

基本汚水量



9 12

広報 平成18年５月号

　
今
年
の
早
朝
総
合
健
診
は
５
月
16
日
か
ら
31
日
ま
で
の

10
日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
申
込
み
の
あ
っ
た
方

に
は
問
診
票
と
容
器
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
開

封
し
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
日
時
の
変
更
や
申
し
込
み
内

容
の
変
更
等
、
健
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
町
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
は
５
月
の
早
朝
総
合
健
診
で
は
実

施
し
ま
せ
ん
。
９
月
と
10
月
（
個
別
検
診
）
に
よ
り
実
施

し
ま
す
の
で
そ
の
際
、
再
度
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
対
象
年
齢
は
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年
齢
で
す
。

・70歳以上の方
　（65歳以上の福祉医療受給者を含む）

・生活保護世帯 

・平成17年度町民税非課税世帯の方
　　　　　　　（世帯全員が非課税）

※料金は
次の方が無料に
なります。

○総合健診受診通知書

○問診票

○健診料金（なるべくおつりのないよ

うお願いします）

○尿（基本健診を受ける方）

○便（大腸がん検診を受ける方）

○痰（たん）容器（肺がん検診を受ける方）

○健康手帳

（お持ちでない方には当日発行します）

※健診取り消しで容器を使用しなかっ

た場合はお手数ですが保健センター

まで返却してくださるようお願いし

ます。

健診当日持ってくるもの

平成18年度早朝健診日程表

日　程 会　　場 骨粗しょう症
検　　　　診

�５月16日（火）�保健センター�

�５月17日（水）�保健センター� 実　施

�５月18日（木）�防災センター�

�５月19日（金）�防災センター� 実　施

�５月23日（火）�防災センター� 実　施

�５月24日（水）�寿山荘� 実　施

�５月25日（木）�� 実　施

�５月26日（金）��

�５月30日（火）�保健センター� 実　施

�５月31日（水）�保健センター�

高岡コミュニティー
体育館

高岡コミュニティー
体育館

早
朝
総
合
健
診
が
始
ま
り
ま
す

平成18年度早朝検診料金

検 診 項 目 対象年齢
個人から負担
していただく
料　　　　金

�結核検診� 65歳以上� 無　　　料

�基本健診� 30歳以上� 1,000円

�胃がん検診� 30歳以上� 1,000円

�肺がん検診� 30歳以上� 700円

�� � 1,300円

�大腸がん検診� 30歳以上� 400円

�骨粗しょう症検診� � 500円

�前立腺がん検診� � 400円

�肝炎ウイルス検診� � 600円

子宮がん・
卵巣がん検診

20歳以上の
女性

30歳～64歳
以上の女性

50歳以上の
男性

40歳～70歳までの
方で肝炎検診を受
けたことがない方

成分献血車が来町します。
皆様のご協力お願いします。　
　◎日時　５月29日（月）午後１時30分～４時30分
　◎場所　保健センター 
　予約ですのでご協力頂ける方は５月26日までに保
健センター（1875－2800）へご連絡ください。

国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年２月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分

�16,299� 32,046� 62,832� 32,238

�19,655� 30,510� 65,863� 34,828

�18,460� 29,270� 57,852� 31,595

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿）

全　体
（平均）

事業名 対象者 場　所

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

時　間日・曜日

午後０時30分～

　１時15分受付

午前８時30分～

  　　11時30分

午後１時～

　１時30分受付

23日（火）

９日（火）

10日（水）
29日（月）

平成18年１月生

母子手帳の必要

な妊婦

妊婦相談

母子手帳発行

三歳児健康診査

23日（火） ＢＣＧ接種

乳児健康診査

平成14年10月生

平成14年11月生

平成14年12月生

平成17年６月生

平成17年９月生

平成18年１月生

午後１時～

　１時30分受付

月の保健衛生事業５

５
月
16
日
か
ら

1875－2800
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入学
おめでとう

管理人を募集 ６月15
日オープン

４月７日
八郎潟小学校入学式 54名
八郎潟中学校入学式 59名

入学
おめでとう

　今年は、秋田わか杉

国体リハーサル大会が開催されます。

◆ウエイトリフティング競技

　◎大会名

　　・第43回全日本社会人ウエイ

　　　トリフティング選手権大会

　　・秋田わか杉国体記念杯女子ウ

　　　エイトリフティング競技会

　◎期　日　11月２日（木）～５日（日）

　◎会　場　八郎潟中学校体育館（第１会場）

　　　　　　八郎潟町町民体育館（第２会場）

　皆さんのご協力で成功させましょ

う。

　雨天時でも水泳を存分に楽しむこ

とができる屋内プール『Ｂ＆Ｇ海洋

センター』が６月15日オープンし

ます。プールで快適に水泳を楽しん

でみませんか。皆さんお誘い合わせ

のうえ、ご利用ください。

◎開放期間　６月15日～９月15日

◎開放時間　午前９時～午後５時

　　　（７・８月は午後８時まで）

　Ｂ＆Ｇ海洋センター管理人を次の

とおり募集します。

◎雇用期間　６月15日～９月15日

◎募集期間　５月８日～５月18日

◎対　　象　高校生以上65歳未満

　　　　　　で泳げる方

◎募集人員　10名程度

◆勤務時間及び賃金

　◎日勤（８時30分～17時30分）

　　　　4,880円
　◎夜勤（17時15分～20時15分）

　　　　2,440円

◎申込及び問い合わせ先　教育課国体班（オリンピック記念会館内）1875－5500

2007 秋田わか杉国体
八郎潟町はウエイトリフティング競技会場です Ｂ＆Ｇ海洋センター Ｂ＆Ｇ海

洋センター

６月15
日オープン管理人を募集

４月７日
八郎潟小学校入学式 54名
八郎潟中学校入学式 59名

入学
おめでとう

７・８月は
午後８時まで開放

▲仲良く入場

元気に返事できました

▲皆さん緊張しています

▲新入生代表
　あいさつ
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読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
高
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

春
季
総
合
体
育
大
会
結
果

小　千絵佳さん
八小6年生（現八中1年生）

「
大
切
な
も
の
〜
い
つ
も
笑
顔
で

〜
を
読
ん
で
」

　
小
学
校
最
後
の
学
年
、
私
は
今
ま

で
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
た
。き
っ

か
け
は
母
の
一
言
だ
っ
た
。

「
も
う
少
し
で
卒
業
だ
ね
。
ど
ん
な

六
年
間
だ
っ
た
の
。」

　
こ
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
そ
ん
な
時
、
ふ
と
目
に

し
た
の
が
こ
の
本
だ
っ
た
。
小
さ
な

題
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
ど
う
行
動

し
て
、
ど
う
考
え
た
ら
笑
顔
に
な
れ

る
の
か
が
、
と
て
も
優
し
い
言
葉
で

書
か
れ
て
い
た
。
一
つ
一
つ
の
言
葉

全
て
が
私
の
心
に
ひ
び
い
て
き
た
。

大
切
な
物
、
大
事
な
事
が
た
く
さ
ん

書
か
れ
て
い
た
。
胸
を
張
っ
て
生
き

る
事
、
時
間
の
大
切
さ
、
少
し
の
勇

気
を
も
つ
事
、
ど
れ
を
読
ん
で
も
今

の
私
に
足
り
な
い
物
ば
か
り
だ
。

　
例
え
ば
「
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
。
」

何
か
を
や
り
た
く
て
も
言
い
出
せ

な
か
っ
た
り
、周
囲
の
目
が
気
に
な
っ

て
意
見
を
言
え
な
か
っ
た
自
分
が

い
つ
も
い
た
。
心
の
中
が
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
も
、「
ま
あ
い
い
か
。
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
見
え
な
い
ふ
り

を
し
て
き
た
自
分
に
気
が
つ
い
た
ら
、

と
て
も
は
ず
か
し
く
な
っ
た
。
勇
気

を
も
つ
事
は
簡
単
だ
け
ど
、
そ
れ
を

外
に
出
す
の
は
難
し
い
。け
れ
ど
も
、

自
分
を
好
き
で
い
た
い
な
ら
、
少
し

で
い
い
か
ら
勇
気
を
外
に
出
し
て

あ
げ
る
、
そ
れ
が
大
切
な
事
だ
と
気

づ
い
た
。

　
そ
し
て
、
心
に
残
っ
た
も
う
一
つ

の
大
切
な
事
。

「
許
す
こ
と
」「
仲
間
た
ち
」「
ク
チ
ベ

タ
だ
け
ど
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
に

共
通
す
る
の
は
、「
友
達
を
大
切
に
」

と
い
う
意
味
な
ん
だ
と
思
っ
た
。
小

学
校
四
年
生
か
ら
ミ
ニ
バ
ス
を
始

め
た
私
は
、
同
じ
仲
間
と
三
年
間
部

活
を
続
け
て
き
た
。
思
い
だ
せ
ば
入

部
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
六
年
生

に
早
く
追
い
つ
き
た
く
て
友
達
と

は
げ
ま
し
合
い
、
せ
ま
い
場
所
で
必

死
に
ド
リ
ブ
ル
の
練
習
を
し
た
。
五

年
生
に
な
る
と
、
後
は
い
も
で
き
、

背
番
号
が
も
ら
え
る
よ
う
に
自
主

練
習
も
た
く
さ
ん
し
た
。
六
年
生
に

な
る
と
、
み
ん
な
の
目
標
が
一
つ
に

な
り
、
十
二
人
全
員
で
が
ん
ば
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
練
習
は
つ
ら
い
時
も
あ
っ

た
。
目
標
は
一
つ
で
も
、
考
え
方
が

少
し
ず
つ
ず
れ
て
仲
間
と
ぶ
つ
か

る
事
も
増
え
、
私
は
自
分
が
見
え
な

く
な
り
、
ミ
ニ
バ
ス
を
あ
き
ら
め
よ

う
と
し
た
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
私

を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
友
人

が
い
た
か
ら
、
最
後
ま
で
続
け
ら
れ

た
。
友
達
の
優
し
さ
が
私
の
心
を
温

め
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
思
う
。

友
達
は
大
切
な
も
の
だ
か
ら
、
私
も

大
切
に
し
た
い
、
裏
切
り
た
く
な
い
。

私
も
優
し
い
思
い
や
り
を
も
と
う

と
思
っ
た
。

　
こ
の
本
は
私
に
た
く
さ
ん
の
事

を
教
え
て
く
れ
た
。
仲
間
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
優
し
く
な
る
事
、
勇
気

を
も
つ
事
で
強
く
な
る
事
、
人
間
は

一
人
で
は
な
い
か
ら
地
球
上
全
て

の
も
の
を
大
切
に
す
る
事
で
元
気

に
な
れ
る
事
。
こ
の
本
に
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
私
は
母

に
ま
た
同
じ
質
問
を
さ
れ
た
ら
今

度
は
胸
を
張
っ
て
元
気
に
答
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

「
大
切
な
も
の
を
、
た
く
さ
ん
見
つ

け
ら
れ
た
六
年
間
だ
っ
た
よ
。」

　（『
い
つ
も
笑
顔
で
』

　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
百
合
子
　
著
）

　
第
58
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会
が
４
月
22

日
、
23
日
の
２
日
間
、
市
郡
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
郎
潟
中
学
校
の
各
種
目
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
全
県
＝
全
県
大
会
出
場
）

◆
野
球
　
優
勝

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
男
子
　
５
校
リ
ー
グ

　
　
　
　
１
勝
３
敗

・
女
子
　
準
優
勝

◆
卓
球
（
男
子
）

・
３
位

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

・
３
位

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

◎
男
子
団
体
（
全
県
）

◎
女
子
団
体
　
優
勝
（
全
県
）

◎
男
子
個
人

・
優
　
勝
（
全
県
）

　
　
爪
林
　
研
人
・
千
葉
　
恵
太

・
準
優
勝
（
全
県
）

　
　
千
田
　
浩
将
・
川
口
　
忠
大

・
３
　
位
（
全
県
）

　
　
北
嶋
　
雄
介
・
安
田
　
吉
孝

◎
女
子
個
人

・
優
　
勝
（
全
県
）

　
　
工
藤
　
葵
・
相
馬
　
夏
実

・
準
優
勝
（
全
県
）

　
　
工
藤
　
優
・
渡
部
亜
由
美

・
ベ
ス
ト
４
（
全
県
）

　
　
工
藤
　
瑶
・
渡
部
　
桃
子

◆
剣
道

◎
男
子
団
体
　
予
選
２
位
（
全
県
）

◎
男
子
個
人

・
優
　
勝
　
北
嶋
　
竜
大

・
準
優
勝
　
三
戸
　
俊
一

・
ベ
ス
ト
８
　
三
戸
　
智
司

◆
柔
道

◎
男
子
個
人

・
73
kg
級
　
優
勝
　
千
種
　
浩
也

◎
女
子
個
人

・
63
kg
級
　
３
位
　
渡
部
　
椋
子

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
小
学
生
高
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
席

第
58
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
中
学
校

春
季
総
合
体
育
大
会
結
果
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八
郎
潟
中
学
校
に

小
林
多
樹
也
さ
ん
か
ら
ピ
ア
ノ
寄
贈

資源ごみ還元事業

第
19
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
郎
潟
中
学
校
に

小
林
多
樹
也
さ
ん
か
ら
ピ
ア
ノ
寄
贈

許
し
合
う
こ
と
う
る
わ
し
く
丸
く
行

く空
の
神
何
に
す
ね
た
か
名
残
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
香

住
め
ば
都
今
日
も
五
尺
の
雪
を
か
く

世
変
化
に
遅
れ
静
か
に
写
経
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
風

神
妙
に
バ
ス
か
ら
降
り
た
旅
帰
り

神
仏
は
殺
す
と
言
字
罰
と
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
習

コ
ラ
喧
嘩
ダ
メ
ア
カ
ン
ベ
ー
ロ
に
爺

の
負
け

摘
み
食
い
お
目
玉
ゴ
ツ
ン
泣
く
が
勝

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
人

年
男
今
年
の
吠
え
方
ま
だ
知
ら
ぬ

許
可
い
ら
ぬ
趣
味
の
楽
し
さ
老
の
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迂
　
人

豪
雪
や
天
を
許
し
て
汗
を
拭
く

雪
の
夜
グ
ビ
リ
喉
ご
し
赤
く
生
く

無
　
一

疑
を
は
ら
し
て
仰
ぐ
青
い
空

こ
の
先
は
杖
を
た
よ
り
に
老
い
の
道

寒
　
月

資源ごみ還元事業

４月分
段ボール

5,080kg 17,950kg 11,130kg 3,140kg 1,300kg121,960円

5,080kg 17,950kg 11,130kg 3,140kg 1,300kg121,960円

新　聞 雑　誌 缶　類 ペットボトル 積立額

累　計

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
国
等
の
役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
付
、
解
決
を
図
る
と
と

も
に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善
を
行
う
、
い
わ

ば
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

　
次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

◎
日
時
　
５
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
５
時

◎
場
所
　
一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
員
　
畠
山
恵
子

　
住
所
　
八
郎
潟
町
字
一
日
市
48

　
電
話
　
1
８
７
５
│
２
３
５
０

　
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
日
時
　
６
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
場
所
　
一
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

◎
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
北
嶋
雄
一
、
須
田
秀
温
、
小
川
文
子

◎
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

　
ン
ト
等
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

　
1
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

◎
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
」

　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

　
つ
い
て

　
1
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

　
３
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日

間
、
東
京
体
育
館
な
ど
を
会
場
に
第

19
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
八

中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
工

藤
澄
玲
さ
ん
、
一
ノ
関
春
美
さ
ん
、

工
藤
真
穂
さ
ん
が
秋
田
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
秋
田
県
チ
ー
ム

は
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し

た
も
の
の
本
町
の
３
選
手
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

　
小
林
多
樹
也
さ
ん
（
一
日
市
）
か

ら
八
郎
潟
中
学
校
へ
ピ
ア
ノ
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
学
校
の
先
生
で

あ
っ
た
小
林
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
所

有
し
て
い
た
も
の
で
、
中
学
校
で
役

立
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。

　
中
学
校
で
は
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設

置
し
て
、
生
徒
た
ち
が
自
由
に
弾
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。

　
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
八
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
工
藤
澄
玲
さ
ん
、
一
ノ
関

春
美
さ
ん
、
工
藤
真
穂
さ
ん
　
秋
田
県
代
表
で
出
場

第
19
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▲県代表で出場した一ノ関春美さん、工藤澄
玲さん、工藤真穂さん（左から）▲寄贈されたピアノ

行
政
に
対
す
る
こ
ま
り
ご
と
は

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
に
！

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

八
郎
潟
中
学
校
に

小
林
多
樹
也
さ
ん
か
ら
ピ
ア
ノ
寄
贈

　平成18年度から「資源ごみ還元事業」を行います。
広報５月号から毎月公表することとしましたので、
お知らせします。
　ここでお知らせした金額は、町内会へ還元されます。
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1 ０0 1 21 232

※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

３月中

３月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１8年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（42市町村中)�２月末�12位�→３月末�23位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�２月末�４位�→３月末�５位

八郎潟町の順位（３月末）

　
長
か
っ
た
冬
の
季
節
も
去
り
、
陽

光
や
わ
ら
か
く
降
り
そ
そ
ぐ
季
節
。

躍
動
の
時
期
、
体
を
動
か
す
に
は
極

め
て
良
い
条
件
の
時
で
す
。

　
さ
て
、
健
康
は
誰
し
も
望
む
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
健
康

は
自
分
で
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
一
生
涯
は
明
日
の
こ

と
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
は
人

の
身
、
明
日
は
我
が
身
で
す
。

　
人
間
誰
し
も
他
人
か
ら
介
護
さ
れ

な
い
で
往
生
す
る
こ
と
を
望
む
こ
と

で
す
。

　
人
は
他
の
動
物
と
異
な
っ
て
二
本

の
足
で
歩
く
こ
と
を
神
よ
り
与
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
歩
く
効
果
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

�
気
分
爽
快

�
四
季
折
々
の
自
然
に
接
す
る
楽
し
さ

�
ス
ト
レ
ス
の
解
消

�
食
欲
旺
盛

�
人
と
の
出
会
い
（
挨
拶
）

�
熟
睡

等
良
い
も
の
尽
く
し
で
す
。

　
時
間
が
無
い
と
か
と
お
っ
し
ゃ
る

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
心
が
け

次
第
で
可
能
な
事
で
す
。
気
が
つ
い

た
ら
実
践
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
の
皆
様
、
介
護
予
防

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
尚
、
歩
く
こ
と
に
つ
い
て
私
の
考

え
を
申
し
添
え
た
い
、
そ
れ
は
、
多

人
数
で
歩
く
と
な
る
と
個
人
差
が
顕

著
に
現
れ
苦
し
く
な
り
、
お
っ
く
う

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
こ
と
で

し
た
ら
一
人
か
二
人
で
、
マ
イ
ペ
ー

ス
を
望
み
ま
す
。

　
私
自
身
は
一
分
間
で
一
〇
〇
m
を

目
安
に
し
て
い
ま
す
。

　
無
理
を
せ
ず
、
ご
自
分
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
実
践
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

 

違
法
駐
車
の
取
締
り
が
変
わ
り
ま
す

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
放
置
駐
車

車
両
に
対
す
る
使
用
者
責
任
の
拡
充
、
放
置
車
両
の
確
認
等
が
民
間
委
託
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
変
わ
る
の
？
違
反
駐
車
の
取
締
り

◎
車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。

◎
民
間
の
駐
車
監
視
員
も
放
置
駐
車
違
反
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

◎
悪
質
、
危
険
、
迷
惑
な
違
反
に
重
点
を
置
き
、
短
時
間
の
放
置
駐
車
も
取
り

締
ま
り
ま
す
。

◎
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

五
城
目
地
区
交
通
安
全
協
会
八
郎
潟
支
部
総
会

　
　
支
部
長
に
小
野
憲
一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
25
日
、
五
城
目
地
区
交
通
安
全
協
会
八
郎
潟
支
部
総
会
が
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
支
部
長
に
小
野
憲
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
一
層
の
交
通
安
全
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

五城目地区交通安全協会
八郎潟支部役員名簿
役 職 名

支 部 長

副 支 部 長

副 支 部 長

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

幹 事

顧 問

　氏　名　

小野　憲一

鎌田　憲三

安田四八郎

工藤　兼雄

工藤　明郎

三戸　留吉

山内　正義

北嶋　　武

佐藤　秀雄

伊藤　昭二

工藤　専悦

北嶋　憲章

畠山　二郎

草強　紀久

佐々木輝雄

堀井　祝子

大友　武志

佐藤　　俊

齊藤　嘉生

石井　晴雄

〜
随
想
録
〜
�

 

「
歩
く
」
こ
と
は
健
康
の
源

8
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
”
は
っ
ぴ
ぃ
“
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
悪
質
な
架
空
請
求
に
ご
注
意
！

　
突
然
、
身
に
覚
え
の
な
い
利
用

料
金
や
商
品
代
金
を
請
求
す
る
ハ

ガ
キ
が
届
け
ら
れ
た
と
い
う
相
談

が
相
談
機
関
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
有
料
サ
イ
ト
の
利
用

料
金
や
美
容
関
連
商
品
な
ど
の
未

納
金
、
裁
判
所
に
手
続
き
を
し
た

の
で
、
強
制
執
行
さ
れ
る
。
裁
判

を
取
り
下
げ
た
い
場
合
は
連
絡
を

す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
。
こ
れ

が
い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
身
に
覚
え
の
な

い
ハ
ガ
キ
を
も
ら
っ
た
場
合
、
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
１
．

不
用
意
に
相
手
に
連
絡
し

　
　
な
い
。

　
２
．

氏
名
や
住
所
な
ど
の
個
人

　
　
情
報
は
教
え
な
い
。

　
３
．

最
寄
り
の
相
談
機
関
に
相

　
　
談
す
る
こ
と
。

　
４
．

悪
質
な
場
合
は
最
寄
り
の

　
　
警
察
署
に
相
談
す
る
こ
と
。

◎
相
談
機
関

　
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー

　
1
８
３
５
│
０
９
９
９

　
八
郎
潟
町
公
民
館
趣
味
講
座
で
３

年
間
続
け
て
き
た
教
室
で
す
。

　
今
年
度
は
自
主
的
に
進
め
ま
す
。

　
音
楽
に
合
わ
せ
、
楽
し
み
な
が
ら

し
な
や
か
な
身
体
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

◎
日
時

　
平
成
18
年
５
月
〜
19
年
３
月
ま
で

の
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
11
時

◎
場
所

　
小
野
恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所

◎
受
講
料
　
月
１
，

０
０
０
円

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
代
表
　
吉
田

　
1
８
７
５
―
４
７
４
４

　
農
地
の
貸
借
や
所
有
権
移
転
な
ど

は
、
毎
月
22
日
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
書
類
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
翌
月
の
申
請
と
し
て
処
理

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
八
郎
潟
町
農
業
委
員
会

　
1
８
７
５
―
５
８
０
３

　
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
子
ど
も
が
む
ず
か
っ
て
不
安
に
な
っ

た
り
、
乳
幼
児
の
育
児
や
健
康
な
ど

の
悩
み
に
つ
い
て
、
看
護
師
や
保
育

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
時
間
　
午
後
５
時
〜
11
時

◎
連
絡
先
　
1
８
８
４
―
１
７
６
１

役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

<

バ
ス
遠
足
へ
行
こ
う>

◎
日
時
　
５
月
19
日
（
金
）

・
集
合
時
間
　
午
前
９
時
30
分

・
集
合
場
所
　
八
郎
潟
保
育
園

※
午
前
11
時
30
分
に
は
保
育
園
に
戻

　
る
予
定

◎
行
き
先
　
国
花
苑
（
井
川
町
）

※
雨
天
の
場
合
、
県
児
童
会
館

◎
持
ち
物
　
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子

※
子
ど
も
と
一
緒
に
散
策
を
楽
し
ん

だ
り
、
遊
具
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

<

げ
ん
き
っ
こ
広
場
で
遊
ぼ
う>

◎
日
時
　

　
５
月
24
日
（
水
）
、
31
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

◎
場
所
　
八
郎
潟
町
中
央
児
童
館

※
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
・
小
麦
粉
粘
土
・

三
輪
車
な
ど
、
好
き
な
遊
具
で
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

<

園
開
放
わ
く
わ
く
広
場>

◎
日
時
　

　
５
月
13
日
（
土
）
、
27
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

◎
場
所
　
八
郎
潟
保
育
園

※
保
育
園
の
子
ど
も
と
一
緒
に
園
内

の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
お
外
で
砂
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
保
育
園

　
1
８
７
５
―
５
１
７
２

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
”
は
っ
ぴ
ぃ
“
か
ら
の
お
知
ら
せ

ヤ
ン
グ
マ
マ
の
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
教
室

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

「
乳
幼
児
夜
間
ほ
っ
と
ダ

イ
ヤ
ル
」
の
お
知
ら
せ

消
費
者
月
間
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（３月届出分）

（　　　　  ）

（　　　　  ）

（　　　　  ）

幼稚園開放日「ちびっこ集まれ」開催について

◎健やかに

２・26�伊藤　廣汰（こうた）�男

� （春光・富士美）�26区

３・７�小林　興英（こうえい）�男

� （仁・美和子）� 31区

３・11�工藤　竜也（りゅうや）�男

� （哲也・みどり）�34区

◎ご結婚おめでとう

３・27�　戸村　武仁� 由利本荘市

� 　渡部あかね� 八郎潟町

３・27�　菅原　　裕� 八郎潟町

� 　板垣　風子� 八郎潟町

３・31�　宮田　智晃� 潟 上 市

� 　小玉真理子� 八郎潟町

◎ご冥福をお祈りします

３・１�小玉　ミヱ（82歳）�13区

３・６�　橋　兼義（86歳）�10区

３・21�村井　金作（81歳）�14区

３・27�村井　　吉（79歳）�29区

３・27�渡部　　剛（72歳）�17区

◇人口

� 当　月� 先月比� 昨年比

男　3,337人�（－４人）（－32人）

女　3,857人�（－４人）（－19人）

計　7,194人�（－８人）（－51人）

◇世帯数

　　2,480戸�（＋２戸）（＋11戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ４人（11人）〔８人〕

◇結　婚　  ６組（11組）〔２組〕

◇死　亡　  ５人（15人）〔27人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�５件（28件)〔38件〕

　人身事故�３件（７件)〔６件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

訂正とお詫び
　広報４月号７頁の八
郎潟中学校人事異動の
転入の欄に「教頭 伊藤
雅弘」さんが掲載され
ておりませんでした。
同じく、「教諭 清水切
一」さんは「教諭 清水
功一」さんとなります。
訂正してお詫びいたし
ます。

　
平
成
19
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
修
学
校
を
卒
業
予
定
の
学

生
を
対
象
に
、
県
内
企
業
の
採
用
担

当
者
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
東
京
会
場
】

　
５
月
12
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

【
秋
田
会
場
】

　
５
月
23
日
（
火
）

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
雇
用
労
働
政
策
課

　
若
年
者
支
援
班

　
1
８
６
０
―
２
３
３
４

　
高
齢
者
学
習
会
を
開
設
し
、
仲
間

づ
く
り
と
生
活
の
豊
か
さ
を
支
援
す

る
事
業
で
す
。
現
在
56
名
の
会
員
が

お
り
、
月
１
回
の
無
理
の
な
い
活
動

で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
交
流
を
し

ま
し
ょ
う
。

（
第
１
回
目
は
５
月
23
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
）

◎
活
動
内
容
　
輪
投
げ
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
で
、
体
を
動
か
し
た
り
、
講
話

や
移
動
学
習
を
行
い
ま
す
。

◎
入
会
資
格
　

町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

◎
年
会
費
　
３
，

５
０
０
円

（
月
会
費
は
参
加
時
に
別
途
徴
収
）

◎
申
込
期
限
　
５
月
12
日
（
金
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
公
民
館
　
1
８
７
５
―
５
７
７
７

◆
開
催
日
時

　
◎
１
回
目

　
　
５
月
26
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
◎
２
回
目

　
　
６
月
23
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
◎
３
回
目

　
　
７
月
14
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
◎
４
回
目

　
　
９
月
16
日
（
土
）

　
　
ふ
れ
あ
い
運
動
会

　
◎
５
回
目

　
　
10
月
27
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
◎
６
回
目

　
　
12
月
５
日
（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
11
時

※
２
回
目
以
降
の
内
容
は
、

幼
稚
園
前
の
掲
示
板
に
表
示

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
八
郎
潟
幼
稚
園

◆
対
象
　
未
就
園
児
の
親
子

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
幼
稚
園

　
1
８
７
５
―
２
７
３
４

　
誰
で
も
気
軽
に
安
心
し
て
相
談
で

き
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日
時

　
５
月
12
日
（
金
）
・
26
日
（
金
）

　
午
後
２
時
〜
５
時

◎
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
相
談
室

◎
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
1
８
７
５
―
３
８
７
１

◆
預
託
状
況

　
（
平
成
18
年
４
月
15
日
現
在
）

３
・
20
　
浦
大
町 

斉
藤
　
茂
義
　
様

香
典
返
し
（
亡
母
　
ミ
ヱ
さ
ん)

　
　
　
　
　
金
　
３
０
，

０
０
０
円

４
・
13
　
29
区
　
村
井
　
　
和
　
様

香
典
返
し
（
亡
父
　
邦
吉
さ
ん
）

　
　
　
　
　
金
　
３
０
，

０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

皆さんのご協力を
お願いします。

6月4日(日)
　午前5時～
6月4日(日)
　午前5時～
皆さんのご協力を
お願いします。

町のミニ統計（３月末現在）

や
す
ら
ぎ
交
流
会

　
　
　
　
　
新
会
員
募
集

秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会

開
催
の
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

八
郎
潟
幼
稚
園
か
ら
の
お
知
ら
せ



●
●
●●

●●●●●●●
●●

●

＊
広
報
八
郎
潟
　
No.
5
５
１ 

　
　
＊
発
行
／
八
郎
潟
町
役
場
・
編
集
／
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０
１
８
・
１
６
９
２
　
秋
田
県
南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
80
　
　
　
　
　
　
　＊
3
０
１
８
―
８
７
５
―
５
８
０
０
　
5
８
７
５
―
３
０
９
６
　
　＊
印
刷
／
一
日
市
印
刷

16本誌は再生紙を使用しています
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55

洋

▲最上段の右から２番目が嶋崎さんです。

わ
ら

な

む
し
ろ

か
ま
す

 

よ
う
や
く
桜
の
花
が
咲

き
は
じ
め
、
花
見
の
で
き

る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
大
雪
の
影
響
を
受
け

て
、
町
内
で
も
多
く
の
木
々

が
被
害
を
受
け
、
桜
は
花

を
咲
か
せ
ら
れ
る
か
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
太
い

枝
が
折
れ
た
木
で
も
芽
吹

い
て
い
る
の
を
見
て
、
健

気
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今

年
も
き
れ
い
な
花
を
見
せ

て
も
ら
え
そ
う
で
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
広

報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
読
み
づ
ら
い

部
分
も
多
々
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

月の行事予定5
�１日(月)�・中学校開校記念日

�５日(金)�・願人踊・秋田音頭

�８日(月)�・小学校開校記念日

�16日(火)�・中学校修学旅行

� �� （～19日まで）

� �・早朝総合健診

� �� （～31日まで）

�20日(土)�・小学校創立30周年記念

� �　大運動会

　
一
日
市
小
学
校
で
は
、
昭
和
十
年
か
十
五
年
頃
ま
で
に
は
、

生
徒
数
が
千
名
位
に
は
な
る
の
で
は
な
い
か
と
目
論
ん
で
、
校

舎
を
増
改
築
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
も
思
う
よ
う
に
は
増
え

ず
、
生
徒
数
も
そ
ん
な
に
は
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
の
よ
う
な
者
が
考
え
て
も
分
か
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
口
は
確
か
に
増
加
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

潟
の
漁
師
は
、
漁
船
が
み
な
発
動
機
付
き
に
な
っ
て
、
魚
の
獲

れ
る
量
は
大
正
時
代
や
昭
和
初
期
に
比
べ
れ
ば
、
非
常
に
多
く

取
れ
る
し
、
西
瓜
や
瓜
等
も
潟
向
い
か
ら
船
で
ど
し
ど
し
買
い

付
け
て
来
る
。
馬
車
で
来
る
の
と
は
量
も
時
間
も
全
然
競
争
に

な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
な
い
時
代
だ
か
ら
価
格
も
安
い
し
、
品
質

も
良
い
か
ら
、
す
ぐ
売
れ
る
。
潟
舟
で
貿
易
を
や
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
し
た
。
農
家
の
人
た
ち
は
、
お
父
ち
ゃ
藁
打
ち
て

縄
を
綯
い
、
母
ち
ゃ
ん
筵
を
織
る
。
毎
日
仲
買
人
が
荷
車
と
か

リ
ヤ
カ
ー
で
集
荷
し
て
、
近
所
の
筵
織
機
や
縄
綯
い
機
の
無
い

農
家
の
人
た
ち
に
叺
に
縫
い
上
げ
さ
せ
る
。

　
針
一
本
で
働
い
て
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
今

日
は
無
く
て
も
明
日
は
入
っ
て
く
る
と
、
気
持
ち
は
大
き
い
か

ら
、
劇
場
は
い
つ
も
満
員
。
大
曲
の
「
月
岡
ま
こ
と
」
一
座
の

芝
居
な
ん
か
来
る
と
、
一
階
も
二
階
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
あ
の
頃
は
椅
子
席
で
は
な
か
っ
た
が
映
画
で
も
芝
居
で
も
津

軽
民
謡
の
歌
会
で
も
良
く
入
っ
た
。
一
年
に
一
回
か
二
回
、
小

学
校
で
割
引
券
を
く
れ
て
、
五
銭
く
ら
い
で
映
画
を
見
せ
る
事

も
あ
っ
た
。

　
叺
は
流
れ
作
業
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
る
と
、
一
日
市
の
駅
か

ら
貨
物
列
車
で
ど
ん
ど
ん
送
り
出
さ
れ
た
。
五
城
目
で
製
材
さ

れ
た
木
材
も
酒
も
馬
車
で
一
日
市
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
県
外
に

は
売
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
日
市
で
は
毎
朝
、
朝
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
五
城
目
の
市

は
月
に
四
、
五
回
、
別
に
五
城
目
と
優
劣
を
争
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
佃
煮
工
場
な
ど
は
自
家
醸
造
の
醤
油
ま
で
作
っ

て
加
工
し
た
佃
煮
を
、
東
京
方
面
に
ど
し
ど
し
発
送
す
る
よ
う

に
な
り
、
町
の
人
口
も
非
常
な
勢
い
で
増
加
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
五
年
か
十
年
の
う
ち
に
は
生
徒
数
千
名
の
マ
ン
モ

ス
学
校
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
事

実
、
高
岡
山
の
東
側
、
山
の
向
こ
う
の
集
落
、
市
野
、
種
沢
か

ら
我
が
一
日
市
小
学
校
に
通
学
し
て
来
る
児
童
も
出
て
き
た
の

で
す
。

　
昭
和
の
初
年
頃
ま
で
は
、
ど
こ
の
家
で
も
囲
炉
裏
に
自
在

鉤
、
そ
れ
に
雑
木
の
小
枝
（
柴
）
を
炊
事
の
煮
炊
き
に
使
う
だ

け
で
、
一
般
の
農
家
で
は
藁
の
シ
ベ
を
燃
や
し
た
り
し
て
燃
料

費
を
節
約
し
て
お
り
ま
し
た
。

学
校
は
教
員
室
も
教
室
も
広
い
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
で
し
た
が
、

囲
炉
裏
用
の
柴
は
市
野
や
種
沢
か
ら
女
の
人
た
ち
が
背
負
っ
て

筑
紫
森
の
峠
を
越
え
て
、
一
日
市
に
売
り
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
一
日
市
の
町
民
の
性
質
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
か

ら
、
我
が
一
日
市
小
学
校
に
入
学
さ
せ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

入
学
区
間
の
問
題
な
ど
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
勉
強
の
出

来
、
不
出
来
な
ん
か
は
私
た
ち
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
上
級
学
校
に
入
れ
る
た
め
の
準
備
な
ど
の
た
め
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
市
野
や
種
沢
の
子
ど
も
た
ち
は
気
の
き
い
た
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。
秋
彼
岸
の
頃
に
は
墓
参
り
用
の
花
を
持
っ
て
き
て
、
一

杯
い
く
ら
、
と
学
校
に
来
な
が
ら
町
で
売
っ
て
小
遣
い
稼
ぎ
を

し
、
鈴
虫
の
時
期
に
は
鈴
虫
を
紙
に
包
み
、
虫
が
死
な
な
い
よ

う
に
小
枝
に
挟
ん
で
持
っ
て
き
て
、
一
ぱ
い
く
ら
で
売
っ
た
り

す
る
の
で
す
。
十
五
夜
の
花
な
ん
か
は
、
家
の
畑
か
ら
良
い
花

を
五
、
六
本
取
り
、
峠
の
山
路
で
ス
ス
キ
を
切
り
取
っ
て
、
束

に
し
て
持
っ
て
く
れ
ば
一
束
い
く
ら
で
売
れ
る
か
ら
、
帰
り
の

饅
頭
代
に
は
な
る
。
と
笑
っ
て
お
り
ま
し
た
。
　
（
つ
づ
く
）

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄

広報平成18年５月号


